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Z208b 基準天体としてのVelaパルサー国内電波観測
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Velaパルサーは低周波帯電波で全天最強のパルサーであり, 偏波面の時間変化は教科書的であるなど, 基準天体
としての資格を備えている一方, グリッチが頻発するという興味深い性質がある. VelaパルサーはDec -45度と南
で, 本州中央の緯度からは南中高度は 10度以下と低いが, 試験観測してパルスを捉えた例があり (2011, 岳藤, 鹿島
1.4GHz帯）, 日本からも観測可能であることが示されていた. そこで, 2022年夏以後, 石垣VERA20mアンテナ
での Lバンド観測, 茨城日立 32mアンテナでのCバンド観測, 更に水沢 10mアンテナでの Sバンド観測を行った.
観測対象がVelaパルサーであることの確認は, (1)石垣, 水沢観測では平均パルス波形の検出, 日立観測では平均
パルス波形およびシングルパルスの検出, (2)群遅延補正処理を行う際の分散量度（Dispersion Measure)の最適
値 ( ∼ 67.97cm−3pc)が文献値と一致, (3)これらの観測で得られたパルス周期（89.416938ms @ 23 Nov 2023）と
その時間変化率（∼1.6×10−13 s s−1）が文献値と一致, の 3点でなされ, これらをもって検出成功と結論した. 講
演ではこれまでの Velaパルサー国内観測の概要を紹介し, 今後のパルサー偏波観測実験, “Pulsar Timing Array
の反面教師”としてのグリッチ観測などの可能性について述べる.


